
安全にお使いいただくために
お使いいただく前に説明文をよく読み、ご理解いただいてからお使いください。

■本製品は水棲生物飼育専用です。他の目的では使用しないでください。
■本製品は屋内用です。屋外での使用はできません。
■使用しないときや使用しない部品などは乳幼児の手の届かない場所に保管してください。
■セット時・魚の出し入れ・点検やメンテナンスなど水中に手を入れるときは必ずすべての電源を切ってください。

取扱説明書

セット方法

セット内容 取付サイズ

使用上の注意
○本製品には必ず観賞魚用の底砂が必要となります。
○一部の底砂を掘り返す習性のある観賞魚の飼育には適していません。
○底面プレートのスリット部分をすり抜けるような細かい砂を使用する場合は市販の観賞魚用ウールマットをプレート上にセ
ットしてから砂を敷くようにしてください。
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エアポンプは水面より高い位置に設置してください。水面より低い位置に設置すると
水槽内の飼育水がエアポンプに逆流することがあります。
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Ⓐスクエアタイプ

Ⓐハーフタイプ

ミニ

S

M

Ⓐボトムプレート
　ミニ ： ハーフタイプ 4枚
　S ： スクエアタイプ 2枚
　M ： スクエアタイプ 4枚
Ⓑフィットシリーズ用接続パイプセット
　左から、スライドベース、接続パイプA、接続パイプB
Ⓒパイプユニット接続パーツ
Ⓓパイプユニット ミニ、S、M
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エアチューブ（別売）
エアポンプ（別売）

①必要に応じてボトムプレートを連結し、砂利を敷いていない状態で水槽に
セットしてください。
②パイプユニット接続パーツを底面プレートとの接続
部分に差し込んでから軽く回して抜けないように
セットし、パイプユニットを差し込んでください。
③底面プレートの上に観賞魚用底砂を２～４㎝程度
の厚さに敷き詰めます。
※細かい砂を使用する場合は市販の観賞魚用ウール
マットをプレートの上にセットしてから底砂を敷い
てください。
④ボトムフィルター用パイプユニットから出ているチューブのジョイント部を市
販のエアチューブとつなぎ、もう一方を市販のエアポンプへ接続します。

⑤エアポンプの電源プラグをコンセントに差し込むと作動し、吐出口から気
泡が出始めます。

パイプユニット
接続パーツ

差し込んで
回す



パワーヘッドセット内の取扱説明書に従って取り付けてください。

取扱説明書

日常のお手入れ

パイプの高さ調整

・本製品は別売のエアポンプとエアチューブと接続し、底砂に埋めてご使用ください。
・製品改良のため、仕様・デザインなど、断りなく変更することがあります。ご了承ください。
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砂利

①フィットシリーズ本体底部にある
パイプ差し込み部分をニッパー
等で切り抜いてください。

②フィット用プレフィルタースポン
ジはボトムフィルターと接続する
場合は必要ありません。

※フィットシリーズ単体で再利用す
る場合には必要となりますので
大切に保管してください。

③必要に応じて底面プレートを連結し、砂利を敷いていな
い状態で水槽にセットしてください。

④フィットＳ/Ｍの場合、スライドベ
ースをボトムプレートの接続部分
にスライドする部分が外側にな
るように取り付けてください。フ
ィットＬの場合は逆向きに取り付
けてください。

⑤フィットＳ本体の場合は接続パイプＡをスライドベースに
差し込んでください。フィットＭ/Ｌの場合はさらに接続
パイプＢを差し込んでから本体下部から差し込むように
取り付けてください。
⑥フィット本体を水槽コーナーにキスゴムでしっかりとセッ
トしてください。
⑦底面プレートの上に観賞魚用底砂を２～４㎝程度の厚さ
に敷き詰めます。
※細かい砂を使用する場合は市販の観賞魚用ウールマット
をプレートの上にセットしてから底砂を敷いてください。

別売のプロホースなどの観賞魚用クリーナーを使用して定期的にクリ
ーニングを行ってください。底砂中に大量の老廃物が溜まるとろ過能
力が低下する場合があります。

水作スペースパワーフィットプラスパワーヘッドセットを使用する場合

フィットシリーズを接続する場合

プラストン
エア量が減ったり気泡が大きくなった場合はプラストンを交換してくだ
さい。プラストンが目詰まりすると気泡が出なくなりろ過能力が低下す
る場合があります。

２本のパイプを組み合わせることで高さ調節ができます。パイプを左右
に回し、ゆるくなる箇所で任意の高さに調節、ふたたび左右に回して、
きつくなる箇所で固定します。
スライドパイプ（細）と吐出口のみで使用することも可能です。

吐出口側

ボトム側

スライドパイプ（細）

スライドパイプ（太）

ゆるむ・しまる
ゆるめたときに

高さ調節
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本体底部

ココを切り取る

差し込んで
回す

スライド
ベース


